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日立全透明式V-EN形エスカレーター

最近のエスカレータ【は,高機能,

省エネルギーー及び省スペースに加えて,

多様化する建築内装に調和するファッ

ション性が強く求められている｡特に,

エスカレーターが重要視される一最近グ)

ショソビングセンターでは,明るく,

解放的なイメージの店作りが流行Lて

おり,これに調和する軽快な欄干デザ

インが必要になっている｡

新機種日立全速明式Ⅴ-EN形エスカ

レーターー(図1)は,省エネルギー特性

とステンレス鋼製ステlソプの技術で好

評を得ているⅤシリーズエスカレータ

ーの意匠系列を強化Lた新機椎である｡

欄干デザインは,透明な面積を極限ま

で広げる一方,ガラスの周縁をノ､ンド

レーールが直]妾椎動するイメー｢ジをもつ

新感覚のエスカレーターである(特許･

意l斥登錨出願中)｡

1.主な!特長

(1)従来用いられていたハンドレール

案内用のフレームを全廃(図2)し,ガ

ラスパネルだけで欄干を構成した世界

糾の全通明式エスカレータ【である｡

(2)ハンドし-′しの人l)込み[+部安全

装置を改良Iノ,人体(十供･老人)がは

さみ込まれるのを防止する機能を更に

強化した｡

(3)ハンドレ〉一′し♂)J丈転部に用いてい

た小径の案内ローラを耐上肇耗性の高し､

i骨り柑に変更し,保全件を向上させた｡

(4)欄干の内･外側デッキカバー,ス
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図l 日立全透明式∨-EN形エスカレータ

ーの夕十観

テリプ及び乗降口には,ステンレス鋼

を採用L,従来ビおりの高級件と耐久

性を確保iノた｡
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図2 欄干の断面

(日_I工製作所 機′毒草業本部)

エレベーター,エスカレーター用月Cオートアナウンス

エレ/ヾ】ターやエスカ レーターのサ

ービス及び安全性の向上を図るために､

音声合成LSIを利用した自動放送装置

を開発した｡

本装置は図1に示すように,音声f㌢

成LSI,音声データ格納半さ導体メモ

リ､音声合成LSI制御用マイクロコ

ンビュr-タ,放送タイ ミングなど外部

信号とのインタフェー1スで構成してお

り,従来のテー70式自動放送装置と比

べると歩このような特長がある｡
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主な特長

良一寿命･メンテナンスプリ【

放送文の選択が迅二速

小形･軽冒二

放送文が豊富(表l参卿)

2. 主な用途

(1)公共性の高しゝ施設グ‾)エレベータ【

の自動案内放送

(2)エスカレーターの安全注意放送
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ー用1Cオートアナ
ウンス

表IICオートアナウンスの放送内容

項番 放 送 文(女声) 分 類

二工

レ

ベ

】

タ

l

用

l,2 上(下〉へ参ります｡ 方向案内

3,4 地下l(2)階でござい
ます｡

階床案内

5～13 l(へ9)階でこぎいます｡ 階床案内

14

満員です｡あとからお
乗りの方は,お降りく
ださい｡

乗過ぎ案内

15

ドアが開いたら,エレ

ベーターから降りてく
ださい｡

異常時案内

16
インタホンの呼びポタ

ンを押Lてください｡
異常時案内

17 しばらく右待ちください｡ 異常時案内

18 ドアが閉まります｡ 戸閉め案内

エ

ス

力

レ

i

タ

l

用

いらっLやいませ｡

毎度御来店くださいま

Lて有り難うございま
す｡

エスカレーターを御利
用の際は,手すりにお

つかまりになり,黄色
の繰の内側にお乗りく
ださい｡

注意案内

(3)エレベーター,エスカレーター以

外のシステムと組み合わせ,必要な放

送を流すことができる(オプション)｡

(日立製作所 機電事業本部)
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規格形エレベーター｢日立ビルエース+

のモデノレチェンジ
｢日立ビルエース+は,発売以来20

周年を機に,乗用P形,住宅用R形,

寝台用B形の全機種にわたるモデルチ

ェンジを行ない,昭和56年10月1日か

ら一斉に発売した｡

今回のモデルチェンジは,マイクロ

コンピュータニ重系統システム(特許

出願中)のもつ高い機能を基本に,安

全で使う人の｢心の通う+エレベータ

【を目指し,ハ【ドゥェア,ソフトウ

区= かご意匠

(アストロシリ

ーズ)デラック
ススター

ェア両面にわたり,きめ細かな工夫を

凝らした｡

1.主な特長

(1)かご室の意匠(アストロシリ【ズ

ⅠⅠ)

かご室の意匠は高級化粧鋼板を手采用

し,落とし目地構造の採用などにより,

耐久性のある質感に優れた新デザイン

とし,3種類のデラックス天井意匠と
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図2 かご室操

組み合わせ,仕様に変化をもたせてい

る(図1)｡

(2)かご内操作盤とインジケータの意匠

かご内操作盤とインジケータは,フ

ェースプレートにシ､ソクなカラーアル

ミを,表示灯にシャープな発光ダイオ

ードを,ボタンにストロークの′トさい

｢センシティブタッチボタン+を採用し,

操作性がソフトで新鮮なデザインとし

ている(図2)｡

(3)耐震設計と低騒音化

大形加振設備による実証データをも

とに,各機器の耐寅設計を行ない,地

震時の安全性を高めている｡また,低

騒音電動機,高口及振形マシンベースの

開発により建物への騒音伝搬を防止し

ている｡

(4)付加仕様の充実

高度なエレクトロニクス技術を駆使

した超音波ドアセンサ,Ⅴセンサ付地

震時管制運転,音声合成案内装置など

の新しい付加仕様の充実を図っている｡

作盤 (日立製作所 機電事業本部)
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■特集 最近の交通技術

鉄道技術の動向

浮上式鉄道実験線浮上体

浮.L式鉄道実験線U形車両制御システム

浮上式鉄道実験線非才妾触集電方式

200系新幹線電車の車両構造

200系新幹線電車の主要電気品

東北･上越新幹線運転管理システム(コム

No.11

トラック)

東北･上越新幹線電力系統監視制御システム

東北･上越新幹線相隣連動制御システム

GTOインバータによる卓両用誘導電動機の制御

自律分散制御の交通システムヘの応用

福岡地下鉄トータルシステム車両制御･検修システム

福間地‾F鉄トータルシステム制御･情報管群システム

都市モノレール小倉線モノレ【ルカ一

大阪市交通局向け新交通南港ポートタウン線の管理システム

大阪南i巷中量軌道輸送システム(電力設備)
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グ ラ フ ロボット開発の先端を見る

ル ポ

明日を開く技術く22〉

家 庭 コ ー ナ ー

技 術 史 の 旅く65〉

統･美術館めぐりく23〉

新 製 品 紹 介

超音波センシング技術

電気暖坊器具

服部良七と人造石

芹沢参圭介美術館
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